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Ⅲ　専攻別教育課程表

〔文 学 研 究 科〕
哲　学　専　攻

哲　学

前期課程

２年間で 30 単位以上修得

研究指導
主指導教授の研究指
導は毎セメスタ必ず
履修

●これ以外に毎セメ
スタ２科目を上限
として研究指導を
履修可

単位算入せず

講義・演習
同一名称の科目を２
回以上履修かつ修得
できる

●�これ以外に主指導教
授が研究指導上認め
た場合、他研究科・
他専攻の授業科目お
よび他大学（協定校）
の授業科目を10 単
位まで単位修得でき
る

単位算入する

履修の流れ

指
導
教
授
を
決
め
る

研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ

授
業
科
目
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

修
士
学
位
論
文
の
提
出

口
述
試
問
（
最
終
試
験
）

修
士
　
学
位
記
の
授
与

ただし、2014年度以前入学生についてはセメスタを年度に読み替える

後期課程

前期・後期あわせて５年間

研究指導
主指導教授の研究指
導は毎セメスタ必ず
履修

●これ以外に毎セメ
スタ２科目を上限
として研究指導を
履修可

単位算入せず

講義

●�主指導教授が研究指
導上認めた場合、他
研究科・他専攻の授
業科目および他大学

（協定校）の授業科
目を10単位まで単
位修得できる

単位算入する

履修の流れ

指
導
教
授
を
決
め
る

研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ

授
業
科
目
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

博
士
学
位
論
文
の
提
出

審
査
お
よ
び
最
終
試
験

博
士
　
学
位
記
の
授
与

ただし、2014年度以前入学生についてはセメスタを年度に読み替える
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哲 学 専 攻
博士前期課程

授業科目・研究指導 講義・　
演習の別 職 名 担 当 教 員 備　考

2015年度以降入学生適用 単位 学期 2014年度以前入学生適用 単位
哲 学 特 論 Ａ 2 春

哲 学 特 論 4 講 義 非常勤講師 高　山　　　守
哲 学 特 論 Ｂ 2 秋
哲 学 演 習 Ａ 2 春

哲 学 演 習 4 演 習 客員教授 山　口　一　郎 哲学研究指導Ⅳ A/B
と共通哲 学 演 習 Ｂ 2 秋

古代中世哲学研究Ａ 2
古代中世哲学研究 4 講 義 本年度休講

古代中世哲学研究Ｂ 2
古代中世哲学演習Ａ 2 春

古代中世哲学演習 4 演 習 非常勤講師 矢　内　義　顕
古代中世哲学演習Ｂ 2 秋
近 世 哲 学 研 究 Ａ 2 春

近 世 哲 学 研 究 4 講 義 教 授 長　島　　　隆 哲学研究指導Ⅵ A/B
と共通近 世 哲 学 研 究 Ｂ 2 秋

近世哲学演習ⅠＡ 2 春
近 世 哲 学 演 習 Ⅰ 4 演 習 非常勤講師 土　屋　　　俊

近世哲学演習ⅠＢ 2 秋
近世哲学演習ⅡＡ 2 春

近 世 哲 学 演 習 Ⅱ 4 演 習 非常勤講師 酒　井　　　潔
近世哲学演習ⅡＢ 2 秋
現 代 哲 学 研 究 Ａ 2 春

現 代 哲 学 研 究 4 講 義 非常勤講師 ゼーベル・シュテファン
現 代 哲 学 研 究 Ｂ 2 秋
現代哲学演習ⅠＡ 2 春

現 代 哲 学 演 習 Ⅰ 4 演 習 教 授 永　井　　　晋 哲学研究指導Ⅲ A/B
と共通現代哲学演習ⅠＢ 2 秋

現代哲学演習ⅡＡ 2 春
現 代 哲 学 演 習 Ⅱ 4 演 習 教 授 河　本　英　夫 哲学研究指導Ⅷ A/B

と共通現代哲学演習ⅡＢ 2 秋
論 理 学 特 論 Ａ 2 春

論 理 学 特 論 4 講 義 非常勤講師 金　沢　　　誠
論 理 学 特 論 Ｂ 2 秋
倫 理 学 特 論 Ａ 2 春

倫 理 学 特 論 4 講 義 教 授 中　里　　　巧 哲学研究指導Ⅰ A/B
と共通倫 理 学 特 論 Ｂ 2 秋

比 較 哲 学 特 論 Ａ 2 春
比 較 哲 学 特 論 4 講 義 教 授 相　楽　　　勉 哲学研究指導Ⅱ A/B

と共通比 較 哲 学 特 論 Ｂ 2 秋
印 度 哲 学 特 論 Ａ 2 春

印 度 哲 学 特 論 4 講 義 非常勤講師
（ 兼 坦 ） 松　村　淳　子

印 度 哲 学 特 論 Ｂ 2 秋
中 国 哲 学 研 究 Ａ 2

中 国 哲 学 研 究 4 講 義 本年度休講
中 国 哲 学 研 究 Ｂ 2
日 本 哲 学 特 論 Ａ 2

日 本 哲 学 特 論 4 講 義 本年度休講
日 本 哲 学 特 論 Ｂ 2
日 本 哲 学 演 習 Ａ 2

日 本 哲 学 演 習 4 演 習 本年度休講
日 本 哲 学 演 習 Ｂ 2

現代哲学特殊演習① 2 秋 現代哲学特殊演習① 2 演 習 非常勤講師 加　藤　　　敏 集中講義

現代哲学特殊演習② 2 春 現代哲学特殊演習② 2 演 習 非常勤講師 黒　田　昭　信 集中講義

実 践 哲 学 特 論 Ａ 2 春
実 践 哲 学 特 論 4 講 義 非常勤講師 内　海　　　健

実 践 哲 学 特 論 Ｂ 2 秋

哲　学
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哲　学

授業科目・研究指導 講義・　
演習の別 職 名 担 当 教 員 備　考

2015年度以降入学生適用 単位 学期 2014年度以前入学生適用 単位
哲学研究指導ⅠＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅰ 教 授 中　里　　　巧
哲学研究指導ⅠＢ 秋
哲学研究指導ⅡＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅱ 教 授 相　楽　　　勉 
哲学研究指導ⅡＢ 秋
哲学研究指導ⅢＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅲ 教 授 永　井　　　晋
哲学研究指導ⅢＢ 秋
哲学研究指導ⅣＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅳ 客員教授 山　口　一　郎
哲学研究指導ⅣＢ 秋
哲学研究指導ⅤＡ

哲 学 研 究 指 導 Ⅴ 本年度休講
哲学研究指導ⅤＢ
哲学研究指導ⅥＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅵ 教 授 長　島　　　隆
哲学研究指導ⅥＢ 秋
哲学研究指導ⅦＡ

哲 学 研 究 指 導 Ⅶ 本年度休講
哲学研究指導ⅦＢ
哲学研究指導ⅧＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅷ 教 授 河　本　英　夫
哲学研究指導ⅧＢ 秋

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教授の指示を受けて決定すること。
２．�指導教授は、主指導教授１名・副指導教授１名の計２名とする。ただし、主指導教授の判断により、副指導教授

が２名となる場合がある。「研究指導」は、セメスタ（年度）毎に３科目（主指導教授１名・副指導教授２名）
を上限として、履修・単位修得（０単位）することができる（各研究指導は、指定された講義または演習におい
て行う）。

３．主指導教授の「研究指導」は、毎セメスタ（年度）必ず履修すること。
４．�「演習」または「講義」は、同一科目を在学中２回以上履修・単位修得することができる。修得した単位は、修了要

件の単位に充当する。
５．�本表に掲げたものの他、指導教授が教育研究上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および他大学（協

定校）の授業科目を10単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は１回のみ単位修得することができる）。
修得した単位は修了要件の単位に充当する。
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哲　学

博士後期課程
授業科目・研究指導 講義・　

演習の別 職 名 担 当 教 員 備　考
2015年度以降入学生適用 単

位
学
期2014年度以前入学生適用 単

位
哲学特殊研究ⅠＡ 2 春

哲 学 特 殊 研 究 Ⅰ 4 講 義 教 授 河　本　英　夫 哲学研究指導Ⅰ A/B と共通
哲学特殊研究ⅠＢ 2 秋
哲学特殊研究ⅡＡ 2 春

哲 学 特 殊 研 究 Ⅱ 4 講 義 教 授 中　里　　　巧 哲学研究指導Ⅱ A/B と共通
哲学特殊研究ⅡＢ 2 秋
哲学特殊研究ⅢＡ 2 春

哲 学 特 殊 研 究 Ⅲ 4 講 義 教 授 長　島　　　隆 哲学研究指導Ⅲ A/B と共通
哲学特殊研究ⅢＢ 2 秋
哲学特殊研究ⅣＡ 2 春

哲 学 特 殊 研 究 Ⅳ 4 講 義 客員教授 山 口 一 郎 哲学研究指導Ⅳ A/B と共通
哲学特殊研究ⅣＢ 2 秋
哲学特殊研究ⅤＡ 2 春

哲 学 特 殊 研 究 Ⅴ 4 講 義 非常勤講師 酒 井　　 潔
哲学特殊研究ⅤＢ 2 秋
哲学特殊研究ⅥＡ 2 春

哲 学 特 殊 研 究 Ⅵ 4 講 義 非常勤講師 高 山　　 守
哲学特殊研究ⅥＢ 2 秋
哲学特殊研究ⅦＡ 2 春

哲 学 特 殊 研 究 Ⅶ 4 講 義 教 授 永 井　　 晋 哲学研究指導Ⅵ A/B と共通
哲学特殊研究ⅦＢ 2 秋
哲学特殊研究ⅧＡ 2 春

哲 学 特 殊 研 究 Ⅷ 4 講 義 教 授 相 楽　　 勉
哲学特殊研究ⅧＢ 2 秋
哲学研究指導ⅠＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅰ 教 授 河 本 英 夫
哲学研究指導ⅠＢ 秋
哲学研究指導ⅡＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅱ 教 授 中 里　　 巧
哲学研究指導ⅡＢ 秋
哲学研究指導ⅢＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅲ 教 授 長 島　　 隆
哲学研究指導ⅢＢ 秋
哲学研究指導ⅣＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅳ 客員教授 山 口 一 郎
哲学研究指導ⅣＢ 秋
哲学研究指導ⅤＡ

哲 学 研 究 指 導 Ⅴ 本年度休講
哲学研究指導ⅤＢ
哲学研究指導ⅥＡ 春

哲 学 研 究 指 導 Ⅵ 教 授 永 井　　 晋
哲学研究指導ⅥＢ 秋

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教授の指示を受けて決定すること。
２．�指導教授は、主指導教授１名・副指導教授１名の計２名とする。ただし、主指導教授の判断により、副指導教授

が２名となる場合がある。「研究指導」は、セメスタ（年度）毎に３科目（主指導教授１名・副指導教授２名）
を上限として、履修・単位修得（０単位）することができる（各研究指導は、指定された講義において行う）。

３．主指導教授の「研究指導」は、毎セメスタ（年度）必ず履修すること。
４．�本表に掲げたものの他、指導教授が教育研究上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および他大学（協

定校）の授業科目を10単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は１回のみ単位修得することができる）。



─ 65 ─

インド哲学仏教学専攻

仏教学専攻 (2010年度入学生まで )

インド哲学
仏教学

前期課程

２年間で 30 単位以上修得

研究指導
主指導教授の研究指
導は毎セメスタ必ず
履修

●これ以外に毎セメ
スタ２科目を上限
として研究指導を
履修可

単位算入せず

講義
履修方法「4・5・6」
を参照

●�これ以外に主指導教
授が研究指導上認め
た場合、他研究科・
他専攻の授業科目お
よび他大学（協定校）
の授業科目を10 単
位まで単位修得でき
る

単位算入する

履修の流れ

指
導
教
授
を
決
め
る

研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ

授
業
科
目
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

修
士
学
位
論
文
の
提
出

口
述
試
問
（
最
終
試
験
）

修
士
　
学
位
記
の
授
与

後期課程

前期・後期あわせて５年間

研究指導
主指導教授の研究指
導は毎セメスタ必ず
履修

●これ以外に毎セメ
スタ２科目を上限
として研究指導を
履修可

単位算入せず

講義

●�主指導教授が研究指
導上認めた場合、他
研究科・他専攻の授
業科目および他大学

（協定校）の授業科
目を10 単位まで単
位修得できる

単位算入する

履修の流れ

指
導
教
授
を
決
め
る

研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ

授
業
科
目
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

博
士
学
位
論
文
の
提
出

審
査
お
よ
び
最
終
試
験

博
士
　
学
位
記
の
授
与

ただし、2014年度以前入学生についてはセメスタを年度に読み替える

ただし、2014年度以前入学生についてはセメスタを年度に読み替える



─ 66 ─

インド哲学仏教学専攻
博士前期課程

授業科目

職 名 担 当 教 員 備　　考2015年 度 以 降 入 学 生 適 用 2014年 度 以 前 入 学 生 適 用

科 目 名 単
位

講義・
演習
の別

学
期
領
域 科 目 名 単

位
講義・
演習
の別

インド哲学研究ⅠＡ 2 講義 春

イ
ン
ド
哲
学
領
域

インド哲学研究Ⅰ 4

講
　
　
義

教 授 沼　田　一　郎 インド哲学研究指導ⅡＡ／Ｂ
と共通インド哲学研究ⅠＢ 2 演習 秋

インド哲学研究ⅡＡ 2 講義 春
インド哲学研究Ⅱ 4 教 授 橋　本　泰　元 インド哲学研究指導ⅢＡ／Ｂ

と共通インド哲学研究ⅡＢ 2 演習 秋
インド哲学研究ⅢＡ 2 講義 春

インド哲学研究Ⅲ 4 非 常 勤 高　橋　孝　信 仏教学研究指導Ⅲ A/B
と共通インド哲学研究ⅢＢ 2 演習 秋

インド哲学研究Ⅳ A 2 講義 春 サンスクリッ
ト文献研究Ⅰ 4 客 員

教 授 宮　本　久　義 インド哲学研究指導ⅠＡ／Ｂ
と共通インド哲学研究Ⅳ B 2 演習 秋

インド哲学研究Ⅴ A 2 講義 サンスクリッ
ト文献研究Ⅱ 4 本年度休講

インド哲学研究Ⅴ B 2 演習

インド仏教研究Ⅰ A 2 講義 春

イ
ン
ド
仏
教
領
域

初期仏教研究Ⅰ 4 准 教 授 岩 井 昌 悟
インド仏教研究Ⅰ B 2 演習 秋
インド仏教研究Ⅱ A 2 講義 春

初期仏教研究Ⅱ 4 非 常 勤 松 村 淳 子
インド仏教研究Ⅱ B 2 演習 秋
インド仏教研究ⅢＡ 2 講義 春

大乗仏教研究Ⅰ 4 教 授 渡 辺 章 悟 仏教学研究指導ⅠＡ／Ｂ
と共通インド仏教研究ⅢＢ 2 演習 秋

インド仏教研究ⅣＡ 2 講義 春
大乗仏教研究Ⅱ 4 教 授 山　口　しのぶ 仏教学研究指導ⅡＡ／Ｂ

と共通インド仏教研究ⅣＢ 2 演習 秋
インド仏教研究ⅤＡ 2 講義 春

大乗仏教研究Ⅲ 4 非 常 勤 斎　藤　　　明
インド仏教研究ⅤＢ 2 演習 秋
東アジア仏教研究ⅠＡ 2 講義 春

中
国
・
日
本
仏
教
領
域

中国仏教研究Ⅰ 4 教 授 伊　吹　　　敦
東アジア仏教研究ⅠＢ 2 演習 秋
東アジア仏教研究ⅡＡ 2 講義 春

日本仏教研究Ⅰ 4 非 常 勤 蓑 輪 顕 量
東アジア仏教研究ⅡＢ 2 演習 秋
東アジア仏教研究ⅢＡ 2 講義 春

日本仏教研究Ⅱ 4 非 常 勤 林 田 康 順
東アジア仏教研究ⅢＢ 2 演習 秋
東アジア仏教研究ⅣＡ 2 講義

漢文仏典研究Ⅰ 4 本年度休講
東アジア仏教研究ⅣＢ 2 演習

インド哲学仏教学特殊演習Ａ 2 演習 春 インド哲学仏教学特殊演習Ａ 2 演習
非 常 勤 伊　藤　　　真

インド哲学仏教学特殊演習Ｂ 2 演習 秋 インド哲学仏教学特殊演習Ｂ 2 演習

インド哲学
仏教学
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インド哲学
仏教学

研究指導
職 名 担 当 教 員 備　　考2015年 度 以 降 入 学 生 適 用 2014年度以前入学生適用

科 目 名 単位 学期 科 目 名 単位
インド哲学研究指導ⅠＡ 春

インド哲学研究指導Ⅰ 客員教授 宮 本 久 義
インド哲学研究指導ⅠＢ 秋
インド哲学研究指導ⅡＡ 春

インド哲学研究指導Ⅱ 教 授 沼 田 一 郎
インド哲学研究指導ⅡＢ 秋
インド哲学研究指導ⅢＡ 春

インド哲学研究指導Ⅲ 教 授 橋 本 泰 元
インド哲学研究指導ⅢＢ 秋
仏教学研究指導ⅠＡ 春

仏教学研究指導Ⅰ 教 授 渡 辺 章 悟
仏教学研究指導ⅠＢ 秋
仏教学研究指導ⅡＡ 春

仏教学研究指導Ⅱ 教 授 山　口　しのぶ
仏教学研究指導ⅡＢ 秋
仏教学研究指導ⅢＡ 春

仏教学研究指導Ⅲ 准 教 授 岩 井 昌 悟
仏教学研究指導ⅢＢ 秋
仏教学研究指導ⅣＡ 春

仏教学研究指導Ⅳ 教 授 伊　吹　　　敦
仏教学研究指導ⅣＢ 秋

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教授の指示を受けて決定すること。　
２．�指導教授は、主指導教授１名・副指導教授１名の計２名とする。ただし、主指導教授の判断により、副指導教授

が２名となる場合がある。「研究指導」は、セメスタ（年度）毎に３科目（主指導教授１名・副指導教授２名）
を上限として、履修・単位修得（０単位）することができる（各研究指導は、指定された講義において行う）。

３．主指導教授の「研究指導」は、毎セメスタ（年度）必ず履修すること。
４．�「講義」及び「演習」を、在学中それぞれ２単位以上履修・単位修得すること。（2015年度以降入学生に適用）
５．�主指導教授が担当する「講義」および「演習」は、在学中各２回（８単位）まで履修・単位修得することができ、

かつ修得した単位は修了要件としてみとめられる（「研究指導」と共通して開講されるもので、２科目（Ａ＜春
学期科目＞・Ｂ＜秋学期科目＞）のみが対象となる（2014年度以前入学生は通年科目１科目が対象））。

　　�３回目以降（原級した場合等）の履修・聴講は「自由聴講」扱いとなり、成績および単位は認定されるが、修了
要件としては扱わない。

６．�上記５．以外の「講義」および「演習」は、在学中１回のみ履修・単位修得することができる（よって、同一科
目を2 回以上履修・単位修得することはできない）。

７．�在学中に、上記５．以外、「インド哲学領域」「インド仏教領域」「中国・日本仏教領域」から、それぞれ１科目・
合計12単位以上を選択して履修・単位修得しなければならない（2014年度以前入学生のみ適用）。

８．�本表に掲げたものの他、指導教授が教育研究上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および他
大学（協定校）の授業科目を10単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は1 回のみ単位修得するこ
とができる）。修得した単位は修了要件の単位に充当する。

９．�本専攻では、駒澤大学大学院、大正大学大学院、立正大学大学院、国際仏教学大学院大学との間に相互単位履修
制度が結ばれています。詳細は p.50 を参照してください。
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インド哲学
仏教学 博士後期課程

授業科目・研究指導

職 名 担 当 教 員 備　　考2015年 度 以 降 入 学 生 適 用 2014年 度 以 前 入 学 生 適 用

科 目 名 単
位

講義・
演習
の別

学
期
領
域 科 目 名 単

位
講義・
演習
の別

インド哲学特殊研究ⅠＡ 2 講義 春
イ
ン
ド
哲
学
領
域

インド哲学特殊研究Ⅰ 4

講
　
　
義

客員教授 宮 本 久 義 インド哲学研究指導ⅠＡ／Ｂ
と共通インド哲学特殊研究ⅠＢ 2 演習 秋

インド哲学特殊研究ⅡＡ 2 講義 春
インド哲学特殊研究Ⅱ 4 教 授 橋 本 泰 元 インド哲学研究指導ⅡＡ／Ｂ

と共通インド哲学特殊研究ⅡＢ 2 演習 秋
インド哲学特殊研究ⅢＡ 2 講義 春

インド哲学特殊研究Ⅲ 4 教 授 沼 田 一 郎 インド哲学研究指導ⅢＡ／Ｂ
と共通インド哲学特殊研究ⅢＢ 2 演習 秋

仏教学特殊研究ⅠＡ 2 講義 春

仏
教
学
領
域

仏教学特殊研究Ⅰ 4 教 授 渡 辺 章 悟 仏教学研究指導ⅠＡ／Ｂ
と共通仏教学特殊研究ⅠＢ 2 演習 秋

仏教学特殊研究ⅡＡ 2 講義 春
仏教学特殊研究Ⅱ 4 教 授 山　口　しのぶ 仏教学研究指導ⅡＡ／Ｂ

と共通仏教学特殊研究ⅡＢ 2 演習 秋
仏教学特殊研究ⅢＡ 2 講義 春

仏教学特殊研究Ⅲ 4 教 授 伊　 吹　　　 敦 仏教学研究指導ⅣＡ／Ｂ
と共通仏教学特殊研究ⅢＢ 2 演習 秋

仏教学特殊研究ⅣＡ 2 講義 春
仏教学特殊研究Ⅳ 4 准 教 授 岩 井 昌 悟 仏教学研究指導ⅢＡ／Ｂ

と共通仏教学特殊研究ⅣＢ 2 演習 秋
インド哲学研究指導ⅠＡ 春

インド哲学研究指導Ⅰ 客員教授 宮 本 久 義
インド哲学研究指導ⅠＢ 秋
インド哲学研究指導ⅡＡ 春

インド哲学研究指導Ⅱ 教 授 橋 本 泰 元
インド哲学研究指導ⅡＢ 秋
インド哲学研究指導ⅢＡ 春

インド哲学研究指導Ⅲ 教 授 沼 田 一 郎
インド哲学研究指導ⅢＢ 秋
仏教学研究指導ⅠＡ 春

仏教学研究指導Ⅰ 教 授 渡 辺 章 吾
仏教学研究指導ⅠＢ 秋
仏教学研究指導ⅡＡ 春

仏教学研究指導Ⅱ 教 授 山　口　しのぶ
仏教学研究指導ⅡＢ 秋
仏教学研究指導ⅢＡ 春

仏教学研究指導Ⅲ 准 教 授 岩 井 昌 悟
仏教学研究指導ⅢＢ 秋
仏教学研究指導ⅣＡ 春

仏教学研究指導Ⅳ 教 授 伊　 吹　　　 敦
仏教学研究指導ⅣＢ 秋

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教授の指示を受けて決定すること。
２．�指導教授は、主指導教授１名・副指導教授１名の計２名とする。ただし、主指導教授の判断により、副指導教授

が２名となる場合がある。「研究指導」は、セメスタ（年度）毎に３科目（主指導教授１名・副指導教授２名）
を上限として、履修・単位修得（０単位）することができる（各研究指導は、指定された講義において行う）。

３．主指導教授の「研究指導」は、毎セメスタ（年度）必ず履修すること。
４．�本表に掲げたものの他、指導教授が教育研究上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および他大学（協

定校）の授業科目を10単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は１回のみ単位修得することができる）。
５．�本専攻では、駒澤大学大学院、大正大学大学院、立正大学大学院、国際仏教学大学院大学との間に相互単位履修制

度が結ばれています。詳細は p.50 を参照してください。
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日本文学文化専攻
国文学専攻（2013年度入学生まで）

日本文学文化

前期課程

２年間で 30 単位以上修得

研究指導
主指導教授の研究指
導は毎セメスタ必ず
履修

●これ以外に毎セメ
スタ２科目を上限
として研究指導を
履修可

単位算入せず

講義・演習
履修方法「4・5」
を参照

●�これ以外に主指導教
授が研究指導上認め
た場合、他研究科・
他専攻の授業科目お
よび他大学（協定校）
の授業科目を10 単
位まで単位修得でき
る

単位算入する

履修の流れ

指
導
教
授
を
決
め
る

研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ

授
業
科
目
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

修
士
学
位
論
文
の
提
出

口
述
試
問
（
最
終
試
験
）

修
士
　
学
位
記
の
授
与

後期課程

前期・後期あわせて５年間

研究指導
主指導教授の研究指
導は毎セメスタ必ず
履修

●これ以外に毎セメ
スタ２科目を上限
として研究指導を
履修可

単位算入せず

講義

●�主指導教授が研究指
導上認めた場合、他
研究科・他専攻の授
業科目および他大学

（協定校）の授業科
目を10 単位まで単
位修得できる

単位算入する

履修の流れ

指
導
教
授
を
決
め
る

研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ

授
業
科
目
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

博
士
学
位
論
文
の
提
出

審
査
お
よ
び
最
終
試
験

博
士
　
学
位
記
の
授
与

ただし、2014年度以前入学生についてはセメスタを年度に読み替える

ただし、2014年度以前入学生についてはセメスタを年度に読み替える
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日本文学文化専攻
博士前期課程

授業科目
講義・
演習
の別

職 名 担 当 教 員 備　　考2015年度以降入学生適用 2014年度入学生適用
サブタイトル

2013年度以前入学生適用 単
位科 目 名 単

位
学
期科 目 名 科 目 名

日本文学文化特論ⅠＡ 2
日本文学文化特論Ⅰ 近現代 国文学特論Ⅰ 4

講
　
　
　
義

本年度休講
日本文学文化特論ⅠＢ 2
日本文学文化特論ⅡＡ 2 春

日本文学文化特論Ⅱ 近現代 国文学特論Ⅱ 4 非常講師 山田　吉郎
日本文学文化特論ⅡＢ 2 秋
日本文学文化特論ⅢＡ 2

日本文学文化特論Ⅲ 近 世 国文学特論Ⅲ 4 本年度休講
日本文学文化特論ⅢＢ 2
日本文学文化特論ⅣＡ 2 春

日本文学文化特論Ⅳ 中 世 国文学特論Ⅳ 4 教 授 原田　香織
日本文学文化特論ⅣＢ 2 秋
日本文学文化特論ⅤＡ 2

日本文学文化特論Ⅴ 中 古 国文学特論Ⅴ 4 本年度休講
日本文学文化特論ⅤＢ 2
日本文学文化特論ⅥＡ 2

日本文学文化特論Ⅵ 上 代 国文学特論Ⅵ 4 本年度休講
日本文学文化特論ⅥＢ 2
日本語学特論ⅠＡ 2 春

日本語学特論Ⅰ 古典語 国語学特論Ⅰ 4 非常講師 阿久澤　忠
日本語学特論ⅠＢ 2 秋
日本語学特論ⅡＡ 2

日本語学特論Ⅱ 現代語 国語学特論Ⅱ 4 本年度休講
日本語学特論ⅡＢ 2
日本文学文化演習ⅠＡ 2 春

日本文学文化演習Ⅰ 近 世 国文学演習Ⅰ 4

演
　
　
　
習

教 授 中山　尚夫 日本文学文化研究指
導ⅠＡ／Ｂと共通日本文学文化演習ⅠＢ 2 秋

日本文学文化演習ⅡＡ 2 春
日本文学文化演習Ⅱ 中 世 国文学演習Ⅱ 4 教 授 千艘　秋男 日本文学文化研究指

導ⅨＡ／Ｂと共通日本文学文化演習ⅡＢ 2 秋
日本文学文化演習ⅢＡ 2 春

日本文学文化演習Ⅲ 近 世 国文学演習Ⅲ 4 教 授 谷地　快一 日本文学文化研究指
導ⅢＡ／Ｂと共通日本文学文化演習ⅢＢ 2 秋

日本文学文化演習ⅣＡ 2 春
日本文学文化演習Ⅳ 近現代 国文学演習Ⅳ 4 教 授 石田　仁志 日本文学文化研究指

導ⅣＡ／Ｂと共通日本文学文化演習ⅣＢ 2 秋
日本文学文化演習ⅤＡ 2 春

日本文学文化演習Ⅴ 近現代 国文学演習Ⅴ 4 教 授 和田　博文 日本文学文化研究指
導ⅤＡ／Ｂと共通日本文学文化演習ⅤＢ 2 秋

日本文学文化演習ⅥＡ 2 春
日本文学文化演習Ⅵ 中 古 国文学演習Ⅵ 4 教 授 河地　　修 日本文学文化研究指

導ⅥＡ／Ｂと共通日本文学文化演習ⅥＢ 2 秋
日本文学文化演習ⅦＡ 2 春

日本文学文化演習Ⅶ 近現代 国文学演習Ⅶ 4 教 授 山崎　甲一 日本文学文化研究指
導ⅦＡ／Ｂと共通日本文学文化演習ⅦＢ 2 秋

日本文学文化演習ⅧＡ 2 春
日本文学文化演習Ⅷ 上 代 国文学演習Ⅷ 4 教 授 菊地　義裕 日本文学文化研究指

導ⅧＡ／Ｂと共通日本文学文化演習ⅧＢ 2 秋
日本語学演習ⅠＡ 2 春

日本語学演習Ⅰ 古典語 国語学演習Ⅰ 4 教 授 岡崎　友子 日本語学研究指導
ⅠＡ／Ｂと共通日本語学演習ⅠＢ 2 秋

日本語学演習ⅡＡ 2
日本語学演習Ⅱ 現代語 国語学演習Ⅱ 4 本年度休講

日本語学演習ⅡＢ 2
日本美術史Ａ 2 春

日 本 美 術 史 日本美術
の 諸 相 日 本 美 術 史 4

講
　
　
義

非常勤講師 藤 澤　 紫
日本美術史Ｂ 2 秋
比 較 文 学 Ａ 2 春

比 較 文 学 中国文学
文 化 史 比 較 文 学 4 教授（兼坦） 有澤　晶子

比 較 文 学 Ｂ 2 秋
中国文学特論Ａ 2 春

中国文学特論 中国古典
と 訓 読 中国文学特論 4 非常勤講師

（ 兼 担 ） 竹下　悦子
中国文学特論Ｂ 2 秋

日本文学文化
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日本文学文化研究指導

職 名 担 当 教 員 備　　考2015年度以降入学生適用 2014年度入学生適用
サブタイトル

2013年度以前入学生適用 単
位科 目 名 単

位
学
期 科 目 名 科 目 名

日本文学文化研究指導ⅠＡ 春
日本文学文化研究指導Ⅰ 近世文学

文化研究 国文学研究指導Ⅰ 教 授 中山　尚夫
日本文学文化研究指導ⅠＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅡＡ

日本文学文化研究指導Ⅱ
近 現 代
文 学 文
化 研 究

国文学研究指導Ⅱ 本年度休講
日本文学文化研究指導ⅡＢ
日本文学文化研究指導ⅢＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅲ 近世文学
文化研究 国文学研究指導Ⅲ 教 授 谷地　快一

日本文学文化研究指導ⅢＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅣＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅳ
近 現 代
文 学 文
化 研 究

国文学研究指導Ⅳ 教 授 石田　仁志
日本文学文化研究指導ⅣＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅤＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅴ
近 現 代
文 学 文
化 研 究

国文学研究指導Ⅴ 教 授 和田　博文
日本文学文化研究指導ⅤＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅥＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅵ 中古文学
文化研究 国文学研究指導Ⅵ 教 授 河地　　修

日本文学文化研究指導ⅥＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅦＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅶ
近 現 代
文 学 文
化 研 究

国文学研究指導Ⅶ 教 授 山崎　甲一
日本文学文化研究指導ⅦＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅧＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅷ 上代文学
文化研究 国文学研究指導Ⅷ 教 授 菊地　義裕

日本文学文化研究指導ⅧＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅨＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅸ 中世文学
文化研究 国文学研究指導Ⅸ 教 授 千艘　秋男

日本文学文化研究指導ⅨＢ 秋
日 本 語 学 研 究 指 導 Ⅰ Ａ 春

日本語学研究指導Ⅰ 古 典 語
研 究 国語学研究指導Ⅰ 教 授 岡崎　友子

日 本 語 学 研 究 指 導 Ⅰ Ｂ 秋
日本語学研究指導ⅡＡ

日本語学研究指導Ⅱ 現 代 語
研 究 国語学研究指導Ⅱ 本年度休講

日本語学研究指導Ⅱ B

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教授の指示を受けて決定すること。
２．�指導教授は、主指導教授１名・副指導教授１名の計２名とする。ただし、主指導教授の判断により、副指導教授

が２名となる場合がある。「研究指導」は、セメスタ（年度）毎に３科目（主指導教授１名・副指導教授２名）
を上限として、履修・単位修得（０単位）することができる（各研究指導は、指定された講義または演習におい
て行う）。

３．主指導教授の「研究指導」は、毎セメスタ（年度）必ず履修すること。
４．�主指導教授が担当する「演習」または「講義」は、在学中各２回（８単位）まで履修・単位修得することができ、

かつ修得した単位は修了単位として認められる（「研究指導」と共通して開講されているもので、２科目（A ＜春学
期科目＞・Ｂ＜秋学期科目＞）のみが対象となる（2014年度以前入学生は通年科目１科目が対象））。

５．�上記４．以外の「演習」または「講義」は、在学中１回のみ履修・単位修得することができる（よって、同一科目
を２回以上履修・単位修得することはできない）。　

６．�本表に掲げたものの他、指導教授が教育研究上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および他大学（協
定校）の授業科目を10 単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は1 回のみ単位修得することができる）。
修得した単位は修了要件の単位に充当する。
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博士後期課程

授業科目
講義・
演習
の別

職 名 担 当 教 員 備　　考2015年 度 以 降 入 学 生 適 用 2014年度入学生適用
サブタイトル

2013年度以前入学生適用 単
位科 目 名 単

位
学
期科 目 名 科 目 名

日本文学文化特殊研究ⅠＡ 2
日本文学文化特殊研究Ⅰ 近現代 国文学特殊研究Ⅰ 4

講
　
　
　
義

本 年 度 休 講
日本文学文化特殊研究ⅠＢ 2
日本文学文化特殊研究ⅡＡ 2 春

日本文学文化特殊研究Ⅱ 近現代 国文学特殊研究Ⅱ 4 非常勤 山田　吉郎
日本文学文化特殊研究ⅡＢ 2 秋
日本文学文化特殊研究ⅢＡ 2 春

日本文学文化特殊研究Ⅲ 中 世 国文学特殊研究Ⅲ 4 教 授 千艘　秋男 日本文学文化研究指
導ⅨＡ／Ｂと共通日本文学文化特殊研究ⅢＢ 2 秋

日本文学文化特殊研究ⅣＡ 2 春
日本文学文化特殊研究Ⅳ 中 世 国文学特殊研究Ⅳ 4 教 授 原田　香織

日本文学文化特殊研究ⅣＢ 2 秋
日本文学文化特殊研究ⅤＡ 2

日本文学文化特殊研究Ⅴ 中 古 国文学特殊研究Ⅴ 4 本 年 度 休 講
日本文学文化特殊研究ⅤＢ 2
日本文学文化特殊研究ⅥＡ 2

日本文学文化特殊研究Ⅵ 上 代 国文学特殊研究Ⅵ 4 本 年 度 休 講
日本文学文化特殊研究ⅥＢ 2
日本文学文化特殊研究ⅦＡ 2 春

日本文学文化特殊研究Ⅶ 近 世 国文学特殊研究Ⅶ 4 教 授 中山　尚夫 日本文学文化研究指
導ⅠＡ／Ｂと共通日本文学文化特殊研究ⅦＢ 2 秋

日本文学文化特殊研究ⅧＡ 2
日本文学文化特殊研究Ⅷ 近現代 国文学特殊研究Ⅷ 4 本 年 度 休 講

日本文学文化特殊研究ⅧＢ 2
日本文学文化特殊研究ⅨＡ 2 春

日本文学文化特殊研究Ⅸ 近 世 国文学特殊研究Ⅸ 4 教 授 谷地　快一 日本文学文化研究指
導ⅢＡ／Ｂと共通日本文学文化特殊研究ⅨＢ 2 秋

日本文学文化特殊研究ⅩＡ 2 春
日本文学文化特殊研究Ⅹ 近現代 国文学特殊研究Ⅹ 4 教 授 石田　仁志 日本文学文化研究指

導ⅣＡ／Ｂと共通日本文学文化特殊研究ⅩＢ 2 秋
日本文学文化特殊研究ⅩⅠＡ 2 春

日本文学文化特殊研究ⅩⅠ 近現代 国文学特殊研究ⅩⅠ 4 教 授 和田　博文 日本文学文化研究指
導ⅤＡ／Ｂと共通日本文学文化特殊研究ⅩⅠＢ 2 秋

日本文学文化特殊研究ⅩⅡＡ 2 春
日本文学文化特殊研究ⅩⅡ 中 古 国文学特殊研究ⅩⅡ 4 教 授 河地　　修 日本文学文化研究指

導ⅥＡ／Ｂと共通日本文学文化特殊研究ⅩⅡＢ 2 秋
日本文学文化特殊研究ⅩⅢＡ 2 春

日本文学文化特殊研究ⅩⅢ 近現代 国文学特殊研究ⅩⅢ 4 教 授 山崎　甲一 日本文学文化研究指
導ⅦＡ／Ｂと共通日本文学文化特殊研究ⅩⅢＢ 2 秋

日本文学文化特殊研究ⅩⅣＡ 2 春
日本文学文化特殊研究ⅩⅣ 上 代 国文学特殊研究ⅩⅣ 4 教 授 菊地　義裕 日本文学文化研究指

導ⅧＡ／Ｂと共通日本文学文化特殊研究ⅩⅣＢ 2 秋
日本語学特殊研究ⅠＡ 2 春

日本語学特殊研究Ⅰ 古典語 国語学特殊研究Ⅰ 4 非常勤 阿久澤　忠
日本語学特殊研究ⅠＢ 2 秋
日本語学特殊研究ⅡＡ 2 春

日本語学特殊研究Ⅱ 古典語 国語学特殊研究Ⅱ 4 教 授 岡崎　友子 日本語学研究指導
Ⅰ Ａ ／ Ｂ と 共 通日本語学特殊研究ⅡＢ 2 秋

日本語学特殊研究ⅢＡ 2
日本語学特殊研究Ⅲ 現代語 国語学特殊研究Ⅲ 4 本 年 度 休 講

日本語学特殊研究ⅢＢ 2
日本語学特殊研究ⅣＡ 2

日本語学特殊研究Ⅳ 現代語 国語学特殊研究Ⅳ 4 本 年 度 休 講
日本語学特殊研究ⅣＢ 2

日本文学文化
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日本文学文化
研究指導

職 名 担 当 教 員 備　　考2015年 度 以 降 入 学 生 適 用 2014年度入学生適用
サブタイトル

2013年度以前入学生適用 単
位科 目 名 単

位
学
期 科 目 名 科 目 名

日本文学文化研究指導ⅠＡ 春
日本文学文化研究指導Ⅰ 近 世 文 学

文 化 研 究 国文学研究指導Ⅰ 教 授 中山　尚夫
日本文学文化研究指導ⅠＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅡＡ

日本文学文化研究指導Ⅱ 近現代文学
文 化 研 究 国文学研究指導Ⅱ 本 年 度 休 講

日本文学文化研究指導ⅡＢ
日本文学文化研究指導ⅢＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅲ 近 世 文 学
文 化 研 究 国文学研究指導Ⅲ 教 授 谷地　快一

日本文学文化研究指導ⅢＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅣＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅳ 近現代文学
文 化 研 究 国文学研究指導Ⅳ 教 授 石田　仁志

日本文学文化研究指導ⅣＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅤＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅴ 近現代文学
文 化 研 究 国文学研究指導Ⅴ 教 授 和田　博文

日本文学文化研究指導ⅤＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅥＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅵ 中古文学
文化研究 国文学研究指導Ⅵ 教 授 河地　　修

日本文学文化研究指導ⅥＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅦＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅶ 近現代文学
文 化 研 究 国文学研究指導Ⅶ 教 授 山崎　甲一

日本文学文化研究指導ⅦＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅧＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅷ 上代文学
文化研究 国文学研究指導Ⅷ 教 授 菊地　義裕

日本文学文化研究指導ⅧＢ 秋
日本文学文化研究指導ⅨＡ 春

日本文学文化研究指導Ⅸ 中世文学
文化研究 国文学研究指導Ⅸ 教 授 千艘　秋男

日本文学文化研究指導ⅨＢ 秋
日本語学研究指導ⅠＡ 春

日 本 語 学 研 究 指 導 Ⅰ 古 典 語
研 究 国語学研究指導Ⅰ 教 授 岡崎　友子

日本語学研究指導ⅠＢ 秋
日本語学研究指導ⅡＡ 春

日 本 語 学 研 究 指 導 Ⅱ 現 代 語
研 究 国語学研究指導Ⅱ 教 授 三宅　和子

日本語学研究指導ⅡＢ 秋

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教授の指示を受けて決定すること。
２．�指導教授は、主指導教授１名・副指導教授１名の計２名とする。ただし、主指導教授の判断により、副指導教授

が２名となる場合がある。「研究指導」は、セメスタ（年度）毎に３科目（主指導教授１名・副指導教授２名）
を上限として、履修・単位修得（０単位）することができる（各研究指導は、指定された講義において行う）。�

３．主指導教授の「研究指導」は、毎セメスタ（年度）必ず履修すること。
４．�本表に掲げたものの他、指導教授が教育研究上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および他大学（協

定校）の授業科目を10単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は１回のみ単位修得することができる）。


